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一方、   ts , とすると 
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 , は二次方程式 02  tsxx の相違なる 2実数解であるから 
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②、③を図示すると右図のようになる。 

これより、求めるG の軌跡は 
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(注) 

G の軌跡が 2xy  の範囲にあることは明白だが、 

厳密な論証は実数解の存在条件より解決する。 
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